
コツコツと積み上げる
座
長
学
界
委
員

産
業
界
委
員

本
社
委
員

意
見
交
換

「
あ
る
程
度
の
規
律
が
必
要
」

１
１
年
度
委
員

　
□
執
行
役
員
編
集
局
長

　
宇
居
　
章
氏

う
い
・
あ
き

ら

明
治
大
政
経
卒
、
日
刊
工

業
新
聞
社
入
社
。
本
社
編
集
局

編
集
委
員
、
千
葉
支
局
長
、
電

子
メ
デ
ィ
ア
事
業
室
長
を
経
て

現
職
。

　
□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
文
明

共
同
代
表
、
環
境
文
明
研
究
所

代
表
取
締
役
所
長

　
加
藤
　
三
郎
氏

か
と
う
・

さ
ぶ
ろ
う

東
大
工
学
系
大
学

院
修
士
課
程
修
了
。
厚
生
省

現
厚
生
労
働
省

入
省
、
環

境
庁

現
環
境
省

国
際
課

長
、
地
球
環
境
部
長
な
ど
を
経

て
、
退
官
後
、
環
境
文
明
研
究

所
を
設
立
。

　
□
滋
賀
大
学
学
長

　
佐
和
　
隆
光
氏

さ
わ
・
た

か
み
つ

東
大
経
卒

経
済
学

博
士

。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

研
究
員
、
イ
リ
ノ
イ
大
客
員
教

授
、
京
都
大
学
経
済
研
究
所
所

長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構
副
理
事
長
、
東
大
名
誉
教

授　
茅
　
陽
一
氏

か
や
・
よ
う

い
ち

東
大
数
物
系
大
学
院
修

了
工
学
博
士
。
東
大
教
授
、

慶
大
大
学
院
教
授
、
科
学
技
術

振
興
事
業
団
環
境
関
連
研
究
統

括
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
旭
化
成
環
境
安
全
部
　
部

長
　
理
事

　
石
渡
　洋
一
氏
い
し
わ
た
り

よ
う
い
ち

京
大
工
卒
、旭
化

成
工
業

現
旭
化
成

入
社
。サ

ン
テ
ッ
ク
製
造
部
長
、
ポ
リ
マ

ー
製
品
技
術
開
発
部
長
、
機
能

樹
脂
開
発
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
岩
谷
産
業
専
務
取
締
役
・

執
行
役
員
、
技
術
部
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
、
環
境
保
安
部
各

担
当

　
西
田
　
享
平
氏

に
し
だ
・

き
ょ
う
へ
い

東
大
大
学
院
工

系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
通

産
省

現
経
産
省

入
省
。
地

域
振
興
整
備
公
団
工
業
再
配
置

事
業
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
Ｎ
Ｅ
Ｃ
　
環
境
推
進
部
長

　
斎
田
　
正
之
氏

さ
い
た
・

ま
さ
ゆ
き

千
葉
大
大
学
院
工

学
研
究
科
修
了
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
入

社
。
伝
送
通
信
事
業
部
生
産
技

術
部
技
術
課
長
、
環
境
推
進
部

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
経

て
現
職
。

　
□
Ｎ
Ｔ
Ｔ
取
締
役
研
究
企
画

部
門
長
兼
環
境
推
進
室
長

　
篠
原
　
弘
道
氏

し
の
は
ら

・
ひ
ろ
み
ち

早
大
大
学
院
修

士
課
程
修
了
、
日
本
電
信
電
話

公
社

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ

入
社
。
情

報
流
通
基
盤
総
合
研
究
所
ア
ク

セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究

所
長
、
情
報
流
通
基
盤
総
合
研

究
所
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
大
阪
ガ
ス
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境

部
長

　
加
賀
城
　
俊
正
氏

か
が
じ

ょ
う
・
と
し
ま
さ

阪
大
大
学

院
工
学
研
究
科
修
了
、
大
阪
ガ

ス
入
社
。
開
発
研
究
部
情
報
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
日
本

ガ
ス
協
会
環
境
部
長
な
ど
を
経

て
現
職
。

　
□
関
西
電
力
環
境
室
環
境
部

長　
高
瀬
　
哲
氏

た
か
せ
・
さ

と
し

岡
山
大
大
学
院
工
学
研

究
科

電
気

修
了
、
関
西
電

力
入
社
。
環
境
室
環
境
技
術
グ

ル
ー
プ
チ
ー
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

火
力
セ
ン
タ
ー
鶴
舞
発
電
所
副

所
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
キ
ヤ
ノ
ン
常
務
取
締
役
環

境
本
部
長
・
品
質
本
部
長

　
岩
下
　
知
徳
氏

い
わ
し
た

・
と
も
の
り

武
蔵
工
大
工

卒
、
キ
ヤ
ノ
ン
入
社
。
カ
メ
ラ

事
業
部
長
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
長
な

ど
を
経
て
現
職
。

　
□
Ｊ
パ
ワ
ー
審
議
役

地
球

環
境
担
当

　
野
中
　
譲
氏

の
な
か
・
ゆ

ず
る

東
大
工
電
子
工
学
科

卒
、
電
源
開
発

Ｊ
パ
ワ
ー

入
社
。
工
務
部
次
長
、
企
画
部

地
球
環
境
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
、
企
画
部
部
長

地
球
環
境

担
当

な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
住
友
化
学
気
候
変
動
対
応

推
進
室
担
当
部
長

　
中
井
　
敏
雅
氏

な
か
い
・

と
し
ま
さ

早
大
理
工
卒
、
住

友
化
学
入
社
。
生
産
技
術
セ
ン

タ
ー
研
究
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
東
京
ガ
ス
環
境
部
長

　
冨
田
　
鏡
二
氏

と
み
た
・

き
ょ
う
じ

慶
大
大
学
院
工
学

修
士
課
程
修
了
、
東
京
ガ
ス
入

社
。
広
域
圏
企
画
部
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

長
、
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
協
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
部
長
な

ど
を
経
て
現
職
。

　
□
東
芝
環
境
推
進
部
長

　
実
平
　
喜
好
氏

さ
ね
ひ
ら

・
き
よ
し

北
大
工
卒
、
東
芝

入
社
。
環
境
推
進
部
参
事
、
製

品
環
境
推
進
グ
ル
ー
プ
長
な
ど

を
経
て
現
職
。

　
□
ト
ヨ
タ
自
動
車
環
境
部
長

　
田
中
　
定
裕
氏

た
な
か
・

さ
だ
ひ
ろ

九
大
経
卒
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
工
業

現
ト
ヨ
タ
自

動
車

入
社
。
グ
ロ
ー
バ
ル
調

達
企
画
室
統
括
室
長
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

・
環
境
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
グ
ル
ー
プ

長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
日
本
環
境
認
証
機
構
代
表

取
締
役
社
長

　
下
井
　
泰
典
氏

し
も
い
・

や
す
の
り

東
大
大
学
院
工
学

系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

工

学
博
士

、
東
芝
入
社
。
環
境

保
全
推
進
部
長
な
ど
を
経
て
、

日
本
環
境
認
証
機
構

Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｏ

入
社
。
取
締
役
営
業
管
理

部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
日
本
政
策
投
資
銀
行
環
境

・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
長

　
竹
ケ
原
　
啓
介
氏

た
け
が

は
ら
・
け
い
す
け

一
橋
大
法

卒
、
日
本
開
発
銀
行

現
日
本

政
策
投
資
銀
行

入
行
。
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
首
席
駐
在
員
、
事

業
開
発
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
支
援
室
長
を

経
て
現
職
。

　
□
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
本
社

技
術
本
部
環
境
安
全
部
長

　
志
村
　
吉
彦
氏

し
む
ら
・

よ
し
ひ
こ

北
大
農
卒
、
十
條

製
紙

現
日
本
製
紙

入
社
。

石
巻
工
場
技
術
環
境
部
技
術
課

長
、
八
代
工
場
原
質
部
長
、
技

術
本
部
生
産
部
長
代
理
な
ど
を

経
て
現
職
。

　
□
日
立
製
作
所
地
球
環
境
戦

略
室
副
室
長

　
高
橋
　
庸
一
氏

た
か
は
し

・
よ
う
い
ち

名
大
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
日

立
製
作
所
入
社
。
電
力
グ
ル
ー

プ
環
境
管
理
セ
ン
タ
長
な
ど
を

経
て
現
職
。

　
□
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
環
境
戦
略

企
画
部
長

　
濱
田
　
隆
次
氏

は
ま
だ
・

た
か
し

早
大
理
工
卒
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
入
社
。
タ
イ
ヤ
材
料

開
発
部
材
料
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
ホ
ン
ダ
環
境
安
全
企
画
室

室
長

　
篠
原
　
道
雄
氏

し
の
は
ら

・
み
ち
お

東
京
農
工
大
工

卒
。
本
田
技
研
研
究
所
入
社
。

以
来
、
４
輪
車
の
エ
ン
ジ
ン
開

発
の
基
礎
研
究
に
従
事
。
本
田

技
研
工
業
経
営
企
画
部
環
境
安

全
室
へ
転
籍
を
経
て
、
現
職
。

　
□
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
環
境
本
部

環
境
企
画
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
中
尾
　
類
氏

な
か
お
・
る

い

同
志
社
大
工
学
部
卒
、
松

下
電
器
産
業

現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク

入
社
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス

株

企
画
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
三
井
物
産
理
事
　
環
境
・

社
会
貢
献
部
長

　
青
木
　
雄
一
氏

あ
お
き
・

ゆ
う
い
ち

東
大
経
卒
、
三
井

物
産
入
社
。
ト
ル
コ
三
井
物
産

社
長
、
米
州
本
部
業
務
部
長
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
長
な
ど
を
経
て

現
職
。

　
□
三
菱
化
学
執
行
役
員
　
環

境
安
全
・
品
質
保
証
部
長

　
春
山
　
豊
氏

は
る
や
ま
・

ゆ
た
か

東
工
大
総
合
理
工
学

部
化
学
環
境
工
学
修
士
課
程
修

了
、
三
菱
油
化
入
社
。
三
菱
化

学
化
成
品
２
部
長
、
企
画
管
理

部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　
□
三
菱
電
機
環
境
推
進
本
部

本
部
長

　
山
下
　
光
二
氏

や
ま
し
た

・
こ
う
じ

阪
大
大
学
院
応
用

物
理
学
専
攻
修
了
、
三
菱
電
機

入
社
。
高
周
波
光
デ
バ
イ
ス
製

作
所
所
長
技
師
長
を
経
て
現

職
。

　
学
界
委
員
　
温
暖
化
対
策
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境

規
制
の
導
入
に
た
よ
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
か
。
あ
る
い
は
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
行
動
計
画
に
ゆ
だ

ね
る
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
は
、

古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。

　
発
表
者
　
家
の
断
熱
基
準
に

つ
い
て
規
制
す
る
と
い
う
こ
と

は
自
分
の
住
み
方
が
他
人
に
迷

惑
を
与
え
な
い
と
い
う
意
味

で
、
私
は
規
制
と
い
う
形
を
と

っ
て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
規

制
と
い
う
と
押
し
つ
け
み
た
い

で
よ
く
な
い
の
で
、
規
律
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
発
表
者
　
私
の
独
断
と
偏
見

で
言
う
と
、
省
エ
ネ
を
進
め
る

と
き
３
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。

１
つ
は
規
制
。
こ
れ
が
一
番
強

力
だ
。
住
宅
の
省
エ
ネ
法
が
全

然
守
ら
れ
な
い
の
は
、
規
制
で

な
い
か
で
あ
っ
て
、
ま

さ
に
規
律
で
や
っ
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
２
つ
目
は
、
ト
ッ
プ

の
決
断
。
３
つ
目
は
、

消
費
者
の

心
の
琴
線

に
触
れ
る

こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
を
動
か
す

考
え
方
。

　
学
界
委
員
　
「
規
制

な
く
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
な

し
」
と
の
考
え
方
も
あ

る
。
産
業
界
に
元
気
が

出
て
、
新
し
い
技
術
開

発
に
つ
か
が
る
よ
う
な
規
制
で

あ
る
な
ら
、
お
お
い
に
歓
迎
す

る
。

　
　
　

　
　
　

　

　
学
界
委
員
　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

技
術
は
国
際
的
に
み
て
、
日
本

は
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
の

か
。

　
発
表
者
　
日
本
の
場
合
、
中

小
型
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
分
野

は
非
常
に
強
い
。
ま
た
機
器
単

体
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
総

合
的
に
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す

る
研
究
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、
独
自
の
強
味
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
産
業
界
委
員
　
民
生
以
外
で

も
、
次
世
代
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
研
究
開
発
が
動
き
始
め
て
い

る
。

　
発
表
者
　
産
業
用
に
つ
い
て

も
、
日
本
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
技
術
と
し
て
是
非
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

際
、
ど
の
く
ら
い
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
き
ち
ん
と
調
査

を
し
て
、
あ
る
程
度
共
通
性
の

あ
る
と
こ
ろ
は
開
発
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
定
め
、
国
と
し
て
支
援
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
　

　
産
業
界
委
員
　
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
の
根
幹
は
、
需
要
に
」

と
す
る
考
え
方
に
同
感
だ
。

　
規
制
に
よ
っ
て
生
活
者
、
国

民
の
行
動
を
動
か
す
こ
と
は
当

然
、
１
つ
の
考
え
方
と
し
て
あ

る
。
た
だ
規
制
を
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
普
及
す
る
の
に
ど

れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
効
果
は
ど
の
く
ら
で
出
て
く

る
の
か
、
難
し
い
面
が
あ
る
。

　
金
銭
感
覚
で
な
い
行
動
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
環
境

倫
理
の
よ
う
な
も
の
が
望
ま
し

い
。

　
学
界
委
員
　
う
ま
く
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
情

報
提
供
の
仕
方
が
、
人
を
動
か

す
方
法
で
あ
る
と
思
う
。
私
自

身
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信

し
て
い
る
が
、
納
得
の
い
く
情

報
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
る
。

　
発
表
者
　
結
局
は
倫
理
的
な

問
題
に
帰
結
す
る
。
建
物
の
断

熱
に
し
て
も
、
そ
の
基
準
を
守

ら
な
け
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
形
で

社
会
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
与
え

る
の
で
、
守
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
本
人
の
自
覚

が
望
ま
し
い
。

　
産
業
界
委
員
　
規
制
と
い
う

意
味
で
言
う
と
、
わ
れ
わ
れ
か

ら
の
お
願
い
は
、
規
制
と
コ
ス

ト
を
比
較
で
き
る
よ
う
な
形

で
、
コ
ス
ト
も
見
え
た
う
え
で

の
議
論
を
是
非
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
全
量
買
い
取
り
に
し
て
も
温

暖
化
対
策
を
進
め
る
う
え
で
本

当
に
有
効
な
手
段
か
ど
う
か
、

ほ
か
と
比
べ
ど
う
な
の
か
と
い

う
議
論
が
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　

　
　
　

　
産
業
界
委
員
　
ド
イ
ツ
で
は

原
子
力
を
や
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
い
く
方

向
に
あ
る
。

　
発
表
者
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
電
力
の
中
に
ど
ん
ど
ん

増
や
し
て
、
２
０
３
５
年
に
は

％
に
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
つ
く

っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、

一
体
ど
う
す
る
の
か
首
を
か
し

げ
た
。
一
番
気
に
な
る
の
は
、

系
統
の
運
用
問
題
で
あ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
だ

と
、
出
力
が
不
規
則
に
変
動
し

す
ぎ
、
対
応
で
き
な
い
。

　
産
業
界
委
員
　
電
気
製
品
の

大
型
化
で
は
、
テ
レ
ビ
も
冷
蔵

庫
も
ど
ん
ど
ん
大
型
化
傾
向
に

あ
る
。

　
発
表
者
　
企
業
で
は
大
型
化

と
同
時
に
省
エ
ネ
に
つ
い
て
も

懸
命
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
大
型
に
な
っ
て
も
ト
ー
タ

ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
下
が

っ
て
い
く
形
と
な
れ
ば
、
規
律

を
守
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
産
業
界
委
員
　
日
本
の
民
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
す
で
に
飽

和
状
態
に
あ
る
。
住
宅
そ
の
も

の
の
省
エ
ネ
が
進
ん
で
い
く

と
、
需
要
が
落
ち
て
く
る
。
日

本
で
も
義
務
化
さ
れ
る
と
消
費

電
力
が
落
ち
て
く
る
と
み
て
い

る
。

　
発
表
者
　
家
電
製
品
で
は
照

明
だ
け
は
伸
び
て
い
て
、
ほ
か

の
用
途
は
す
べ
て
横
ば
い
な
い

し
低
下
傾
向
に
あ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
別
に
み
て
も
、
電
気
だ
け

が
伸
び
て
、
ガ
ス
も
や
や
低
下

傾
向
に
あ
る
。
日
本
の
家
庭
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
の
水
準
で

落
ち
つ
く
か
、
あ
る
い
は
こ
れ

か
ら
下
が
っ
て
い
く
。

　
座
長
　
省
エ
ネ
を
今
日
は
メ

ー
ン
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ

る
に
よ
る
省
エ
ネ
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
あ
る
程
度
の
規
律
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
賛

同
が
あ
り
、
ホ
ッ
と
し
て
い

る
。
今
後
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
含
め
て
、
省
エ
ネ
の
拡
大

は
、
日
本
に
と
っ
て
だ
け
で
な

く
世
界
に
と
っ
て
も
大
事
な
テ

ー
マ
で
あ
り
、
我
々
の
努
力
が

求
め
ら
れ
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ８月５日 金曜日 【特別企画】 （ ）


